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〔
二
〇
一
一
年
度
下
半
期
・
二
〇
一
二
年
度
上
半
期　

 

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
彙
報
〕

※ 

二
〇
一
一
年
度
は
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
日
以
降
、
二
〇
一
二
年
度
は

二
〇
一
二
年
一
〇
月
末
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

一　

展
示

（
一
） 

二
〇
一
二
年
度
春
季
企
画
展　

戦
地
に
逝
っ
た
ワ
セ
ダ
の
ヒ
ー

ロ
ー　

松
井
栄
造
の
二
四
年

期
間
：
二
〇
一
二
年
三
月
二
一
日
（
水
）
〜
四
月
二
一
日
（
土
）

会
場
： 

早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館
一
階
會
津
八
一
記
念
博
物
館
企
画

展
示
室

（
二
） 

二
〇
一
一
年
度
受
贈
資
料
展　

早
稲
田
の
群
像
と
そ
の
資
料

期
間
：
二
〇
一
二
年
六
月
二
二
日
（
金
）
〜
八
月
五
日
（
日
）

会
場
：
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
大
隈
記
念
タ
ワ
ー
一
〇
階
一
二
五
記
念
室

（
三
） 

二
〇
一
二
年
度
秋
季
企
画
展　

早
稲
田
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
記

念　

大
隈
重
信
と
小
野
梓
│
建
学
の
礎
展

期
間
：
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
九
日
（
火
）
〜
一
一
月
一
〇
日
（
土
）

会
場
：
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
大
隈
記
念
タ
ワ
ー
一
〇
階
一
二
五
記
念
室

〔 

連
携
展
示
〕
右
会
期
中
、
會
津
八
一
記
念
博
物
館
内
「
大
隈
記
念
室
」

に
お
い
て
、
大
隈
重
信
着
用
の
緋
の
ガ
ウ
ン
・
遭
難
服
の
実
物
を
展
示

し
た
（
通
常
は
レ
プ
リ
カ
を
展
示
）。

二　

講
演
会

（
一
） 

早
稲
田
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
講
演
会
「
建
学
の
礎
を
見
つ

め
直
す
│
大
隈
重
信
・
小
野
梓
と
東
京
専
門
学
校
」

日
時
：
二
〇
一
二
年
一
一
月
五
日
（
月
）
一
四
時
四
五
分
〜
一
七
時

会
場
：
早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
講
堂
小
講
堂

講
師
： 

井
上
琢
智
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）「
小
野
梓
を
支
え
た
土
佐

の
人
び
と
│
伊
賀
陽
太
郎
、
馬
場
辰
猪
、
小
野
義
眞
」

　
　
　
　

 

五
百
旗
頭
薫
（
東
京
大
学
准
教
授
）「
大
隈
重
信
と
そ
の
周
辺
」

　
　
　
　

 

真
辺
将
之
（
早
稲
田
大
学
准
教
授
）「
東
京
専
門
学
校
の
講
師

と
学
生
た
ち
」

　

※
講
演
内
容
は
次
巻
（
四
五
巻
）
に
掲
載
予
定
。

三　

刊
行
物

（
一
）『
大
隈
重
信
関
係
文
書　

８　

と
く
│
は
つ
』

　
　
　

二
〇
一
二
年
三
月
一
日　

Ａ
５

版　

四
五
九
頁

　
　
　

一
〇
〇
〇
部　

み
す
ず
書
房

（
二
）『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
四
三
巻

　
　
　

二
〇
一
二
年
二
月
二
四
日　

Ａ
５

版　

三
〇
四
頁

　
　
　

四
〇
〇
部

四　

寄
贈
資
料

（
一
）
二
〇
一
一
年
度
（
一
一
月
一
日
以
降
受
け
入
れ
分
）

１　

天
野
為
之
夫
人
掛
軸
（
昭
憲
皇
太
后
御
作
十
二
婦
徳
御
歌
）　

一
点

 

天
野
絅
子
氏
寄
贈
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２　

小
田
部
藤
一
郎
関
係
資
料　

二
四
点 

小
田
部
龍
雄
氏
寄
贈

３　

木
村
時
夫
氏
旧
蔵
津
田
左
右
吉
書
簡
・
葉
書
ほ
か　

三
五
点

 

木
村
郁
子
氏
寄
贈

４　

前
島
彌
宛
高
田
早
苗
書
簡　

一
点 

近
辻
喜
一
氏
寄
贈

５　

早
稲
田
大
学
文
学
部
教
務
関
係
資
料
・
文
献　

四
二
点

 

西
本
武
彦
氏
寄
贈

６　

ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
メ
ダ
ル
ほ
か　

一
〇
点

 

三
浦
脩
氏
寄
贈

（
二
）
二
〇
一
二
年
度
（
一
〇
月
三
一
日
ま
で
受
入
分
）

１　

一
九
五
五
年
三
月　

早
稲
田
大
学
第
一
法
学
部
卒
業
ア
ル
バ
ム
・
卒

業
証
書　

二
点 

赤
坂
由
紀
子
氏
寄
贈

２　

一
九
三
七
年
三
月　

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
経
済
科
卒
業
ア
ル

バ
ム
・
校
友
会
名
簿　

二
点 
大
江
奈
々
子
氏
寄
贈

３　
『
坪
内
逍
遥
遺
墨　

任
興
帖
』
ほ
か　

五
点 

楠
山
三
香
男
氏
寄
贈

４　
『
早
稲
田
百
年
の
計
（
本
庄
校
地
問
題
の
真
相
）』　

一
点

 

栗
原
福
雄
氏
寄
贈

５　
『
水
海
道
新
聞
』・
使
用
印
ほ
か
風
見
章
関
係
資
料　

二
一
点

 

志
冨
実
氏
寄
贈

６　

松
井
栄
造
関
係
資
料　

二
四
点
（
戦
後
分
は
整
理
中
）

 

清
水
昇
氏
寄
贈

７　

一
九
四
三
年
九
月　

早
稲
田
大
学
専
門
部
工
科
土
木
工
学
科
卒
業
ア

ル
バ
ム　

一
点 

鈴
木
実
氏
寄
贈

８　

一
九
五
六
年
早
稲
田
祭
委
員
会
書
記
局
財
務
部
保
管
フ
ィ
ル
ム　

一

点 

稲
門
シ
ナ
リ
オ
研
究
会
寄
贈

９　

高
田
早
苗
掛
軸
「
持
己
不
違
三
尺
法
」　

一
点 

外
岡
明
氏
寄
贈

10　

長
良
治
雄
氏
使
用
の
バ
ッ
ト
・
野
球
ボ
ー
ル　

四
点

 

長
良
君
子
氏
寄
贈

11　

第
一
早
稲
田
高
等
学
院
第
一
一
回
体
育
大
会
の
ガ
ラ
ス
乾
板
写
真　

一
〇
点 

福
留
努
氏
寄
贈

12　

商
業
簿
記
教
科
書
・
一
九
三
七
年
三
月
早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
業
ア

ル
バ
ム　

二
点 

藤
井
浩
一
氏
寄
贈

13　

戦
時
期
の
早
稲
田
大
学
卒
業
ア
ル
バ
ム
・
写
真
ほ
か　

七
点

 

細
川
春
雄
氏
寄
贈

14　

安
部
磯
雄
関
係
資
料　
（
整
理
中
） 

丸
山
達
雄
氏
寄
贈

15　

早
稲
田
大
学
各
校
舎
の
写
真
（
戦
前
期
）　

九
八
点

 

早
稲
田
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
部
企
画
・
建
設
課
移
管

16　

白
井
克
彦
総
長
時
代
の
理
事
ほ
か
の
写
真
・
ア
ル
バ
ム　

三
点

 

早
稲
田
大
学
総
長
室
秘
書
課
移
管

17　

米
国
第
四
二
代
大
統
領
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
の
サ
イ
ン
入
り
倚
子　

一
点 

早
稲
田
大
学
総
務
部
総
務
課
移
管

18　

昭
和
三
十
五
年
度
早
稲
田
大
学
田
無
寮
建
設
記
録
（
ア
ル
バ
ム
）　

一
点 

早
稲
田
大
学
学
生
部
レ
ジ
デ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
移
管

五　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

　

学
内
諸
機
関
、
校
友
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
多
数
の
資
料
閲
覧
、
写
真
提
供
、

情
報
提
供
が
あ
っ
た
。
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六　

協
力
事
業

（
一
）「
時
代
の
先
駆　

風
見
章
」
展

　
　
　

主
催
：
時
代
の
先
駆
風
見
章
展
実
行
委
員
会
、
常
総
市

　
　
　

会
場
：
常
総
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
展
示
室

　
　
　

会
期
： 
二
〇
一
二
年
三
月
四
日
（
日
）
〜
三
月
一
一
日
（
日
）　

※
講
演
会
は
三
月
四
日
開
催

　
　
　

記
念
講
演
： 
望
月
雅
士
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
嘱
託
）

「
風
見
章
の
目
指
し
た
こ
と
」

（
二
）
第
十
回
梓
立
祭

　
　
　

主
催
：
梓
会
（
宿
毛
市
）

　
　
　

会
場
：
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　

日
時
：
二
〇
一
二
年
三
月
四
日
（
日
）

　
　
　

記
念
講
演
：
大
日
方
純
夫
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 「
小
野
梓
の
考
え
た
こ
と
│
宿
毛
か
ら
日
本
へ
、
日

本
か
ら
世
界
へ
」

（
三
）
平
成
二
四
年
度
大
隈
祭

　
　
　

主
催
：
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
保
存
会

　
　
　

会
場
：
佐
賀
市
大
隈
記
念
館

　
　
　

日
時
：
二
〇
一
二
年
五
月
一
三
日
（
日
）

　
　
　

記
念
講
演
：
大
日
方
純
夫
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 「
大
隈
重
信
政
府
追
放
の
真
相
を
探
る
│
「
明
治
一

四
年
の
政
変
」
再
考
」

（
四
）
松
井
栄
造
展
（
早
稲
田
フ
ェ
ス
タ 

in 

遠
州
二
〇
一
二
）

　
　
　

主
催
：
遠
州
稲
門
会
、
磐
田
市
立
図
書
館

　
　
　

会
場
：
磐
田
市
立
図
書
館

　
　
　

会
期
：
二
〇
一
二
年
六
月
二
三
日
（
土
）
〜
七
月
三
日
（
金
）

※ 

そ
の
他
、
本
学
文
化
推
進
部
文
化
企
画
課
、
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
本
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
、
国
立
女
性
教
育
会
館
、
衆
議
院

憲
政
記
念
館
の
各
機
関
に
資
料
の
貸
出
（
展
示
出
陳
の
た
め
）
を
行
っ

た
。

七　

所
長
・
運
営
委
員

（
一
）
所
長　

大
日
方
純
夫
（
文
学
学
術
院
教
授
）

（
二
）
運
営
委
員
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
現
在
）

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
８

条
一
号
に
基
づ
く

　
　

理
事
（
文
化
推
進
部
門
総
括
）

 

教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
授　

藁
谷
友
紀

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
８

条
二
号
に
基
づ
く

 

政
治
経
済
学
術
院
教
授　

堀　

真
清

 

法
学
学
術
院
教
授　

吉
田　

裕

 

文
学
学
術
院
教
授　

森
田
貴
子

 

教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
授　

湯
川
次
義

 

商
学
学
術
院
教
授　

小
倉
一
哉

 

理
工
学
術
院
教
授　

清
宮　

理

 

社
会
科
学
総
合
学
術
院
教
授　

島　

善
高

 

人
間
科
学
学
術
院
専
任
講
師　

加
藤
茂
生

 

ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
教
授　

石
井
昌
幸
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国
際
学
術
院
教
授　

山
岡
道
男

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
８

条
三
号
に
基
づ
く

 

校
友
会　

常
任
幹
事　

谷
口
邦
生

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
８

条
四
号
に
基
づ
く

　
　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査
員

 

文
学
学
術
院
教
授　

沖　

清
豪

　
　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査
員

 

教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
授　

北
河
賢
三

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
８

条
五
号
に
基
づ
く

 

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長　

文
学
学
術
院
教
授　

大
日
方
純
夫

 

教
務
部
長　

理
工
学
術
院
教
授　

大
野
高
裕

 

図
書
館
長　

政
治
経
済
学
術
院
教
授　

飯
島
昇
藏

 

會
津
八
一
記
念
博
物
館
長　

法
学
学
術
院
教
授　

塚
原　

史
 

文
化
推
進
部
長　

文
学
学
術
院
教
授　

十
重
田
裕
一

 

総
務
部
長　

守
田
芳
秋

 

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
事
務
長　

浅
野　

隆


